
Figure 1. (a) Schematic of a binary random phase array. 

(b) Microscope image of a binary random phase array with (w, h) = (1.0 µm, 1.0 µm). 

(c) The profile of transmitted light diffracted by a binary random phase array. 
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近年，照明用の白色有機 ELにおいて，デバイス内部に 100 lm/W以上の電力効率で光が発生し

ていることが確認され，蛍光灯や LED照明の器具の効率（60～100 lm/W）と同等以上の効率が得

られる可能性が出てきた．しかしながら，一般に有機 EL は発光層が高屈折率であるため，光が

より低屈折率な層へ伝播する際に臨界角以上で入射する光が全反射し，デバイス内部に閉じ込め

られるという課題がある．これを改善するために，屈折率界面に散乱層，マイクロレンズアレイ

や回折格子などの構造を導入し，光取り出し効率を改善する検討がなされている． 

今回我々は，有機 EL から白色光を効果的に取り出すためにランダム性を有する境界回折構造

を考案した（図１（ａ，ｂ））．境界回折構造は，波長オーダーのサイズのグリッド上に同一形状

の透明直方体をランダムに配置した構成となっている．この構造に光を入射し，透過光の回折パ

ターンを観測したところ，光が拡散している様子が確認できた（図１（ｃ））．また，この境界回

折構造の構造パラメータを変えることで，光の回折効率とその拡散角度をそれぞれ独立に制御で

きることを実証した．さらに，境界回折構造を白色有機 EL 素子のガラス基板の表面に配置し，

光の回折効率とその拡散角度に対する光取り出し効率と視野角に対する色差の測定を行うことで，

境界回折構造の散乱特性が光取り出し効果に与える影響を系統的に調べた． 
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